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（
1
）

 
「
御
堂
関
白
記
』
 
『
権
道
」
 
『
小
右
記
』
な
ど
の
漢
文
日
記
に
は
多
く
の
さ

ま
ざ
ま
な
夢
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
夢
は
回
想
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
日
記
文
学
中
の
も
の
と
は
異
な
り
、
そ
の
日
そ
の
日
に
記
録
さ
れ
た
日
記
申

の
も
の
で
、
夢
を
見
た
時
点
か
ら
き
わ
め
て
近
い
時
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
き
わ
め
て
重
要
だ
と
判
断
さ
れ
る
夢
の
場
合
は
、
目
覚
め
て
す
ぐ
書
き

つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
藤
原
行
成
の
『
権
記
」
に
は
「
十
四
日
癸
未
腹
鼓
」

と
し
て
夢
を
詳
細
に
記
し
た
後
で
、

 
 
此
士
官
三
二
寝
之
間
見
。
侃
為
レ
備
二
野
忘
一
挑
・
燈
書
様
。
子
レ
養
鶏
農
書
了
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
寛
弘
八
年
＝
月
）

 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

と
注
記
し
た
裏
書
が
あ
る
。
藤
原
実
話
が
長
文
の
夢
の
記
述
の
後
で
「
…
夢

覚
、
天
明
、
欲
謂
一
算
画
所
覚
也
」
と
書
い
て
い
る
（
小
右
記
 
長
元
三
・
九

・
九
）
の
は
「
欲
謂
忘
想
」
の
部
分
が
よ
く
判
ら
ず
誤
写
・
誤
記
を
考
え
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
の
だ
が
一
『
大
日
本
古
記
録
』
の
編
者
は
「
忘
」
に
「
妄

力
」
と
注
す
る
が
そ
れ
で
は
解
せ
な
い
一
「
髄
心
覚
ユ
ル
所
ナ
リ
」
と
あ
っ

て
実
資
が
夜
明
け
に
目
覚
め
た
後
、
夢
を
一
心
に
再
生
反
復
し
て
、
し
っ
か
り

覚
え
て
書
こ
う
ど
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
 
一
つ
の
夢
が
二
つ
の
記
録
に
書

き
留
め
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
『
御
堂
関
白
記
』
の
長
和
二
年
（
一
〇

一
三
）
二
月
二
十
六
日
置
、
藤
原
道
長
は
自
ら
の
見
た
夢
に
つ
い
て
は
「
暁
方

有
二
両
度
夢
想
こ
と
だ
け
で
内
容
は
何
も
記
し
て
い
な
い
が
、
 
『
小
右
記
」
の

三
月
一
日
の
条
に
は
近
江
守
藤
原
知
家
の
語
っ
た
道
長
の
こ
の
夢
の
概
要
が
記

さ
れ
て
い
る
。

 
 
近
江
守
来
語
次
云
。
去
月
廿
里
日
夜
（
左
府
見
下
可
・
被
二
重
慎
一
之
夢
上
。

 
 
夢
膳
詣
二
仏
前
一
、
被
レ
致
二
祈
請
一
、
夜
中
重
示
二
八
月
重
心
之
由
【
。
有
二
恐

 
 
怖
気
一
者
。
件
事
一
日
太
皇
太
后
宮
大
夫
同
所
二
談
説
一
。

 
実
意
は
同
じ
話
を
藤
原
公
任
か
ら
も
聞
い
た
と
記
し
て
い
る
。
二
月
二
十
六

日
の
『
御
堂
関
白
記
』
に
は
「
八
月
、
寅
時
」
と
い
う
頭
書
が
あ
っ
て
、
こ
れ

が
実
は
夢
想
に
つ
い
て
の
道
長
の
覚
え
書
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
八
月

の
寅
の
時
に
重
く
慎
し
め
と
い
う
夢
想
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
伝
聞
に
よ
っ
て

記
さ
れ
た
夢
も
あ
り
、
た
ま
に
は
後
に
な
っ
て
の
追
記
（
権
記
寛
弘
八
・
七
・

一
二
）
も
あ
る
が
、
夢
の
記
述
の
信
頼
度
は
文
学
作
品
や
編
纂
さ
れ
た
史
書
中

の
も
の
に
比
し
て
群
を
抜
い
て
高
い
。
記
述
さ
れ
た
夢
の
数
も
た
と
え
ば
『
小

右
記
」
の
場
合
な
ど
は
一
五
〇
を
越
え
る
ほ
ど
で
、
き
わ
め
て
多
い
。
も
ち
ろ

（ 47 ・）
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ん
そ
の
一
々
の
夢
の
内
奢
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
特
に
『
小
右
記
」
の
場

合
な
ど
多
い
の
だ
が
、
 
『
権
記
』
や
『
小
右
記
」
な
ど
の
記
載
が
平
安
時
代
中

期
の
夢
の
傾
向
と
人
々
の
夢
に
対
す
る
態
度
と
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

 
わ
た
、
く
し
た
ち
が
日
ご
ろ
読
ん
で
い
る
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』
や
『
更
級
日

記
』
に
も
夢
の
記
述
は
多
く
（
前
者
一
〇
、
後
者
＝
）
、
作
品
の
申
で
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
 
『
権
記
」
や
『
小
右
記
』
に
は
政
治
色
を
帯
び
た
夢

も
多
く
、
見
る
者
の
男
女
の
相
違
に
よ
っ
て
夢
に
も
差
は
当
然
出
て
く
る
の
だ

が
、
こ
れ
ら
漢
文
日
記
の
夢
が
、
 
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』
や
『
更
級
日
記
」
に

語
ら
れ
る
夢
と
共
通
の
基
盤
か
ら
出
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し

『
か
げ
ろ
ふ
」
や
『
更
級
」
の
夢
に
つ
い
て
の
論
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ

ど
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
代
の
漢
文
日
記
の
夢
を
も
視
野
に
入
れ
て
の
．

論
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
ば
『
御
堂
関
白
記
」
 
『
権
記
」

『
小
右
記
」
を
中
心
に
漢
文
日
記
の
夢
を
展
望
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
い

が
、
 
「
か
げ
ろ
ふ
」
や
『
更
級
」
の
夢
と
の
間
を
も
自
由
に
往
返
し
て
論
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
日
記
文
学
の
夢

を
考
え
な
お
す
一
つ
の
き
っ
か
け
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

二

 
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
二
月
二
十
八
日
、
道
長
は
多
数
の
公
卿
殿
上
人
等

を
従
え
て
春
日
社
に
詣
で
た
。
二
十
九
日
、
参
拝
等
の
後
壁
殿
で
神
楽
の
奉
納

が
あ
っ
だ
が
、
大
蔵
卿
藤
原
正
光
は
す
こ
し
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
炬
火

（
た
い
ま
つ
）
の
前
で
唐
車
に
女
人
の
乗
る
（
あ
る
い
は
乗
っ
て
い
る
）
さ
ま

と
、
甥
（
き
ぬ
が
さ
）
を
執
っ
た
女
の
い
る
さ
ま
と
を
夢
見
た
と
い
う
（
権

記
）
。
現
代
な
ら
、
神
楽
の
豊
中
に
居
眠
り
を
し
、
い
い
歳
を
し
て
（
正
光
五

十
一
）
女
性
の
夢
を
見
る
な
ん
て
と
、
ひ
や
か
さ
れ
か
ね
な
い
の
だ
が
、
行
成

は
「
可
謂
有
神
感
 
」
と
感
動
し
て
日
記
に
記
し
て
い
る
。
「
神
智
有
リ
ト
謂

フ
ベ
キ
カ
」
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
行
成
一
人
の
感
想
で
は
な
く
、
そ
こ
に
居

合
わ
せ
た
多
く
の
人
々
に
共
通
の
所
感
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

 
平
安
時
代
中
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
夢
は
上
代
人
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
き

・
わ
め
て
神
秘
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
漢
文
日
記
に
は
「
夢
想
」
 
「
夢
告
」
 
「
夢

想
告
」
と
い
う
こ
と
ば
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

 
 
致
信
朝
臣
云
。
寿
命
経
・
心
経
各
一
千
巻
可
二
書
写
供
養
一
。
是
尊
信
夢
想

 
 
告
也
。
而
錐
・
不
・
満
二
彼
数
【
、
旦
所
ヒ
奉
二
供
養
一
、
至
二
不
足
一
後
日
可
二
奉
・

 
 
書
供
養
一
語
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
小
、
寛
仁
二
・
三
・
二
二
了

の
よ
う
な
場
合
、
 
「
告
」
は
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
解
せ
な
い
で
も
な

い
が
、

 
 
又
依
二
夢
想
告
↓
傅
二
支
子
汁
一
。
 
 
 
 
（
小
、
治
安
三
・
九
・
一
四
）

か
ら
し
て
蕗
「
夢
想
告
」
に
一
語
意
識
は
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は

夢
と
し
て
顕
れ
た
形
・
相
で
あ
り
、
神
仏
、
あ
る
い
は
人
知
を
超
え
た
神
秘
的

な
も
の
か
ら
の
お
告
げ
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
源
致
信
の
前
掲

の
例
で
は
、
夢
想
告
に
よ
っ
て
二
千
巻
の
経
典
が
書
写
・
供
養
さ
れ
よ
う
と
し

・
て
い
る
の
で
あ
り
、
致
信
が
夢
想
告
に
努
力
し
て
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

 
道
長
も
行
成
も
実
資
も
夢
想
の
告
示
に
は
つ
と
め
て
忠
実
で
あ
っ
た
。
道
長

は
夢
想
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
他
行
を
控
え
て
い
る
。
以
下
引
用
に
あ
た
っ
て
は

訓
読
に
問
題
の
あ
る
部
分
を
除
い
て
は
片
仮
名
を
ま
じ
え
て
の
書
き
下
し
文
と

（48）



す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
．

 
。
参
内
セ
ム
ト
ス
ル
問
、
人
夢
相
者
シ
カ
ラ
ズ
テ
ヘ
レ
バ
、
参
ラ
ズ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
御
堂
、
寛
弘
元
・
一
〇
・
六
）

 
。
人
夢
相
有
ル
ニ
依
リ
テ
、
籠
居
物
忌
。
 
 
（
面
、
寛
弘
八
・
．
＝
・
七
）

 
・
夢
想
二
依
リ
テ
他
行
セ
ズ
。
 
 
 
 
 
（
同
、
長
和
五
・
八
・
二
七
）

 
実
資
に
も
夢
想
に
よ
っ
て
家
に
籠
っ
て
い
た
記
述
は
多
く
、
 
「
夢
物
忌
」

「
夢
想
物
忌
」
と
い
う
表
現
も
出
て
く
る
。

 
。
夢
物
忌
。
只
西
門
ヲ
閑
ザ
ス
。
 
 
 
，
（
小
、
寛
弘
二
・
＝
・
九
）

 
・
今
日
夢
想
物
忌
。
傍
リ
テ
門
ヲ
閉
ザ
シ
、
殊
口
笛
ム
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
、
長
和
四
・
四
・
二
）

 
行
成
が
『
権
記
』
に
記
し
た
夢
は
、
内
容
が
詳
細
に
語
ら
れ
た
も
の
が
多

く
、
夢
想
に
よ
り
て
他
行
せ
ず
式
の
記
載
は
な
い
の
だ
が
、
む
ろ
ん
彼
と
て
例

外
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
公
務
が
あ
っ
て
も
夢
想
が
優
先
し
た
か
ら
、
必
要
人

物
の
突
然
の
欠
席
で
、
政
務
や
行
事
の
遂
行
に
支
障
の
あ
っ
た
こ
と
も
多
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
「
小
右
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
藤
原
公
任
の
例
を
見
よ
う
。

長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
一
月
二
十
九
日
に
三
条
天
皇
が
譲
位
し
、
敦
成
親
王

（
後
一
条
天
皇
）
が
受
禅
、
二
月
七
日
に
即
位
し
た
。
こ
の
間
応
力
国
の
関
は

一
時
閉
じ
ら
れ
、
二
月
八
日
に
開
関
、
十
八
日
は
開
関
覆
奏
の
日
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
朝
行
事
の
上
卿
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
公
任
か
ら
実
直

に
消
息
が
あ
っ
た
。

 
 
漕
…
：
今
日
三
介
国
ノ
使
ヲ
召
候
ス
ベ
キ
ノ
由
、
一
昨
日
外
記
二
仰
芝
露
リ
。

 
 
今
日
参
リ
行
カ
ム
ト
欲
ス
ル
ニ
、
或
ル
・
ヒ
ト
不
吉
ノ
夢
ヲ
告
グ
。
価
リ
テ

 
 
参
入
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
如
何
セ
ム
、
テ
ヘ
リ
。

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
万
事
批
判
家
の
実
資
で
も
こ
れ
に
は
何
も
い
う
こ
と
が

『
権
記
』
の
夢
「
小
右
記
」
の
夢
 
一
女
流
日
記
文
学
の
夢
へ
の
序
説
一

で
き
な
い
。
代
役
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
。

 
「
夢
想
鼠
紙
」
 
「
夢
想
不
静
」
 
「
夢
想
不
運
」
と
い
う
表
現
も
多
く
使
わ

れ
、
 
『
小
右
記
」
で
は
こ
の
三
種
を
合
わ
せ
る
と
三
十
例
以
上
を
数
え
る
。

「
紛
紙
」
は
「
乱
れ
る
様
子
。
盛
ん
な
様
子
。
多
い
様
子
」
 
（
広
漢
和
辞
典
に

よ
る
）
の
意
で
、
自
分
や
他
人
に
様
々
の
夢
想
が
現
わ
れ
、
注
意
を
う
な
が
し

て
い
る
と
き
に
使
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
「
静
カ
ナ
ラ
ズ
」
 
「
蛸
壷
ナ
ラ
ズ
」

も
同
じ
意
と
見
て
よ
い
。
こ
れ
ら
は
悪
い
夢
の
場
合
に
使
わ
れ
、
身
を
賞
し
み
、

神
仏
に
祈
願
す
る
の
で
あ
る
。

 
。
内
裏
臨
時
御
読
経
。
僧
廿
。
七
寺
諦
経
。
夢
想
紛
紙
也
。
 
（
貞
信
公
記
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｝

 
 
延
長
四
・
六
・
一
六
）
 
 
 
 
、
 
 
 
【

 
。
課
諦
ヲ
三
訂
寺
二
修
シ
（
東
寺
、
清
水
、
祇
園
）
、
金
鼓
ヲ
打
タ
シ
ム
。

 
 
夢
想
漉
紙
タ
ル
ニ
依
リ
テ
ナ
リ
。
 
 
 
 
（
小
、
長
元
四
・
二
・
二
九
）

 
 
 
 
 
 
（
術
力
）

 
。
夢
想
紛
紙
。
云
々
。
調
請
ヲ
東
寺
二
修
シ
、
亦
金
鼓
ヲ
打
ツ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
、
長
元
四
・
三
・
一
七
）

 
。
昨
今
日
内
御
物
忌
也
。
夢
想
静
カ
ナ
ラ
ズ
。
働
リ
テ
御
調
調
ヲ
修
行
シ
メ

 
'
タ
マ
フ
ρ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
御
堂
、
長
和
五
・
一
〇
・
＝
一
）

 
。
夢
相
静
カ
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
依
リ
テ
、
課
官
員
シ
ム
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
、
寛
仁
元
・
三
・
二
五
）

 
。
夢
想
閑
カ
ナ
ラ
ズ
。
傍
，
リ
テ
颯
調
ヲ
祇
園
二
修
シ
、
亦
金
鼓
ヲ
打
タ
シ
ム
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
小
、
治
安
三
・
七
・
一
六
）

 
当
時
の
人
々
が
い
か
に
夢
に
神
経
質
に
な
り
、
不
吉
な
夢
に
怖
れ
て
い
た
か

が
わ
か
る
。
 
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
に
、
貞
観
殿
の
御
方
登
子
と
の
交
情
を
描

く
中
で
、

 
 
五
日
に
、
、
帝
の
御
服
ぬ
ぎ
て
ま
か
で
た
ま
ふ
に
、
さ
き
の
ご
と
、
こ
な

（49）



 
 
た
に
な
ど
あ
る
を
、
 
「
夢
に
も
の
し
く
見
え
し
」
な
ど
い
ひ
て
、
あ
な
た

 
 
に
ま
か
で
た
ま
へ
り
。
さ
て
、
し
ば
し
ば
夢
の
さ
と
し
あ
り
け
れ
ば
、

 
 
 
「
ち
が
ふ
る
わ
ぎ
も
が
な
」
と
て
、
七
月
、
月
の
い
と
あ
か
き
に
、
か
く

 
 
の
た
ま
へ
り
。

 
 
 
 
吊
し
夢
を
ち
が
へ
わ
び
ぬ
る
秋
の
夜
ぞ
寝
が
た
き
も
の
と
思
ひ
知
り

 
 
 
 
ぬ
る

 
 
御
返
り

 
 
 
 
さ
も
こ
そ
は
ち
が
ふ
る
夢
は
か
た
か
ら
め
あ
は
で
ほ
ど
経
る
身
さ
へ

 
 
 
 
憂
き
か
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
上
巻
 
安
和
元
年
七
月
）

以
下
、
登
子
の
夢
を
き
っ
か
け
た
と
し
た
歌
の
贈
答
が
あ
る
。
 
「
し
ば
し
ば
夢

の
さ
と
し
あ
り
け
れ
ば
」
と
い
う
の
は
漢
文
日
記
の
「
夢
想
紛
絃
」
に
当
た
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
夜
道
綱
の
母
と
登
子
と
は
「
夜
一
夜
」
歌
を
詠
琢
交
わ

し
た
の
だ
が
、
登
子
の
身
辺
で
は
密
々
に
調
調
が
修
さ
れ
た
り
、
神
仏
へ
の
祈

．
願
が
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
夢
違
え
の
呪
文
の
歌
が
『
袋
草
子
』
『
簾

中
抄
」
 
『
特
認
抄
」
 
「
二
中
鷺
』
な
ど
に
見
え
、
 
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』
の
注

釈
に
も
引
か
れ
る
が
、
置
歌
よ
り
も
何
よ
り
も
神
仏
に
祈
願
す
る
こ
と
こ
そ
が

最
高
の
夢
違
え
の
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
漢
文
日
記
の
「
夢
想
書
影
」
等
の

記
載
中
の
人
々
の
行
動
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
ま
た
後
で
も
触
れ
た
い
が
、
 
「
夢
に
も
の
し
く
見
え
し
」
に
関
連
し
て
、
こ

れ
も
漢
文
日
記
に
多
い
「
夢
想
不
吉
」
 
（
前
掲
の
公
任
の
消
息
に
「
不
吉
夢
」

も
見
え
る
）
の
例
も
示
し
て
お
く
。
 
「
夢
想
不
予
」
の
例
は
前
掲
。

 
。
大
内
ノ
奉
為
〈
オ
ホ
ン
タ
メ
〉
二
廿
．
一
再
二
言
請
セ
シ
ム
。
彼
レ
此
レ
夢

 
 
想
不
吉
ナ
ル
ニ
依
リ
テ
ナ
リ
。
 
 
（
貞
信
公
記
、
承
平
二
・
二
・
二
九
）

三

 
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
二
月
三
日
、
行
成
は
結
政
に
参
じ
た
。
そ
し
て
結

政
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
座
上
で
し
ば
ら
く
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

 
 
夢
二
人
一
封
ノ
書
状
ヲ
与
フ
。
卜
予
問
フ
氏
譜
フ
、
権
中
将
ノ
消
息
也
ト
。

 
 
三
三
中
二
出
家
ノ
由
ヲ
告
グ
ル
ト
思
ヒ
得
タ
リ
。
即
チ
覚
ム
。
参
内
。

 
 
左
府
二
詣
ル
。
挙
直
朝
臣
ト
相
ヒ
逢
フ
。
云
フ
、
殿
下
三
条
宮
二
参
リ

 
 
給
フ
ト
。
宮
二
参
ル
b
 
己
二
罷
リ
出
デ
給
フ
。
伍
リ
テ
尋
ネ
奉
り
テ
一

 
 
条
院
二
参
ル
。
権
申
将
二
相
逢
フ
。
夢
ノ
趣
ヲ
示
ス
。
中
将
笑
ヒ
テ
云

 
 
フ
、
正
夢
也
ト
。
月
来
造
次
出
家
ノ
志
ヲ
語
ル
。
又
中
心
ヲ
隔
テ
ザ
ル
人

 
 
也
。

 
権
中
将
は
源
成
信
で
致
平
親
王
の
第
二
子
。
母
は
源
雅
信
の
娘
で
、
道
長
の

室
倫
子
の
甥
に
当
た
る
と
い
う
縁
か
ら
、
左
大
臣
道
長
の
猶
子
と
な
っ
て
い
た

（
権
記
二
月
四
日
に
小
伝
が
あ
る
）
。
出
家
を
伝
え
る
夢
を
見
て
行
成
が
ま
ず

宮
中
に
走
り
、
次
い
で
左
府
邸
に
回
っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
成
信

を
尋
ね
て
諸
所
を
走
り
巡
る
行
成
の
姿
が
緊
迫
感
を
持
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、

「
中
将
咲
云
正
夢
也
」
と
い
う
衝
撃
的
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
至
る
。
そ
し
て

翌
四
日
に
は
、
成
信
が
左
少
将
藤
原
重
家
と
共
に
夜
行
し
て
帰
参
せ
ず
、
出
家

の
疑
が
あ
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
事
実
で
あ
っ
た
。

二
十
三
歳
と
二
十
五
歳
の
貴
公
子
の
出
家
は
世
間
を
騒
が
せ
た
が
、
前
日
に
夢

で
知
ら
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
行
成
に
は
感
動
的
で
さ
え
あ
っ
た
。

 
一
条
天
皇
崩
御
の
折
も
行
成
は
予
告
的
な
夢
を
見
て
い
る
。
増
補
史
料
大
成

本
の
『
権
高
」
で
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
七
月
十
二
日
の
記
事
の
次
、
十
七

日
の
記
事
の
前
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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語
末
夢
。
天
大
雪
。
黒
髪
ダ
寒
シ
。
其
雪
天
ヨ
リ
降
り
板
敷
二
満
ッ
。

 
 
傭
〈
ツ
ラ
ツ
ラ
〉
之
ヲ
思
フ
ニ
、
天
ヨ
リ
降
ル
ハ
天
皇
御
宴
駕
二
遭
フ
也
。

 
 
堂
上
二
足
踏
満
ツ
ル
ハ
、
躬
自
〈
ミ
ヅ
カ
ラ
〉
三
夜
ノ
事
ヲ
行
フ
也
。
俗

 
 
二
夏
柑
之
夢
ヲ
以
テ
臓
ノ
徴
ト
為
ス
也
。

 
一
条
天
皇
は
こ
の
年
六
月
十
三
日
に
譲
位
、
同
二
十
二
日
に
崩
御
し
た
の
だ

か
ら
、
こ
の
夢
は
崩
御
の
少
し
前
に
見
た
こ
と
に
な
る
。
行
成
が
見
た
日
に
記

さ
な
か
っ
た
の
は
、
不
吉
過
ぎ
て
書
き
残
す
の
が
は
ば
か
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

行
成
は
こ
の
夢
に
す
ぐ
続
け
て
、
い
ま
一
つ
あ
る
人
の
見
た
夢
を
書
い
て
い

て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
十
月
末
の
追
記
ら
し
い
。
七
月
に
入
っ
て
い
る
の
は
本
来

は
裏
書
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
七
月
八
日
御
葬
送
、
十
一
日
藤
原
有
虚
血
、

母
と
母
方
の
祖
父
源
保
光
の
改
葬
と
「
権
記
』
の
記
事
は
続
き
、
・
裏
書
の
記
さ

れ
る
箇
所
ど
し
て
は
お
か
し
く
な
い
。
そ
の
あ
る
人
の
夢
と
い
う
の
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ダ

 
 
或
二
又
夢
。
検
非
違
使
多
ク
天
ヨ
リ
降
ル
。
相
子
ヲ
鳥
戸
野
二
立
テ
テ
、

 
 
三
二
坐
リ
。
山
陵
ヲ
ト
ス
云
々
。
時
二
院
御
悩
之
間
也
。
当
二
崩
御
セ
ラ

 
 
ル
ベ
キ
夢
ノ
徴
ト
為
ル
。
而
ル
ニ
吉
方
ヲ
択
ブ
ニ
依
リ
テ
此
ノ
地
ヲ
ト
サ

 
 
ズ
。
其
ノ
後
冷
泉
院
上
皇
九
月
朔
ヨ
リ
不
予
、
十
月
廿
四
日
遂
二
恩
ジ
タ

 
 
マ
フ
。
来
月
十
六
日
御
葬
有
ル
ベ
シ
。
其
ノ
処
此
ノ
野
二
在
ル
ベ
シ
云

 
 
々
。
其
ノ
三
相
亦
説
有
リ
、
又
信
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
錐
モ
、
松
桑
験
有
リ
。

 
 
又
謂
凡
夫
直
通
信
哉
。

 
自
分
の
予
兆
的
な
夢
は
信
じ
て
も
、
他
人
の
そ
れ
は
行
成
は
必
ら
ず
し
も
信

を
置
い
て
い
な
い
。
そ
の
辺
の
行
成
の
判
断
に
つ
い
て
は
後
に
ま
た
触
れ
る
こ

と
に
し
て
、
行
成
が
夢
で
自
分
が
伊
勢
の
使
に
任
じ
ら
れ
る
予
兆
を
得
た
話
を

記
そ
う
。
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
十
二
月
八
日
の
『
権
記
」
の
記
事
は
、

 
 
参
内
。
鉱
層
夢
。
床
上
二
休
息
シ
、
朝
日
身
ヲ
照
ラ
ス
。

『
旧
記
」
の
夢
『
小
右
記
」
の
夢
 
-
女
流
日
記
文
学
の
夢
へ
の
序
説
！

と
だ
け
あ
る
。
日
記
は
朝
前
日
の
こ
と
を
記
せ
と
い
う
「
九
条
殿
遺
戒
」
の
説

も
あ
り
、
暁
更
の
夢
と
は
九
日
に
目
覚
め
る
前
に
見
た
も
の
と
解
す
る
の
が
、

後
述
の
記
事
と
合
う
。

 
さ
て
九
日
は
、
前
月
十
六
日
に
内
裏
が
火
災
に
あ
い
、
神
鏡
も
焼
け
損
じ
た

た
め
、
式
社
に
臨
時
の
奉
幣
使
が
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
権
記
の
他
、
小

右
記
・
百
錬
抄
参
照
）
。
行
成
は
松
尾
社
へ
の
使
と
な
っ
て
い
た
が
、
急
に
左

府
（
道
長
）
よ
り
命
じ
ら
れ
て
、
明
日
出
立
す
る
伊
勢
へ
の
御
薩
使
の
落
馬
中

将
（
源
経
房
）
の
代
役
を
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宰
相
中
将
の
と
こ
ろ
で

犬
が
産
を
し
、
そ
の
心
臓
で
宰
相
中
将
は
伊
勢
の
使
が
務
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。
そ
の
上
更
に
興
味
深
い
，
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
日
、
日
ご
ろ
太

政
官
の
左
大
弁
（
行
成
）
の
曹
司
に
置
か
れ
て
い
た
神
鏡
が
東
三
条
殿
の
東
対

に
移
さ
れ
た
が
、
頭
中
将
（
源
頼
定
）
が
供
奉
し
、
 
「
新
シ
キ
辛
櫃
ヲ
以
テ
移

シ
入
レ
ム
ト
ス
ル
間
、
照
輝
有
り
」
。
こ
の
照
輝
の
こ
と
は
『
小
右
記
」
十
日

の
条
に
も
、

 
 
頭
中
将
示
シ
送
り
テ
云
フ
。
神
鏡
前
王
シ
奉
ル
。
但
シ
、
旧
ノ
御
韓
櫃
ヲ
開

 
 
ケ
テ
、
将
二
新
シ
キ
辛
櫃
上
納
メ
奉
ラ
ム
ト
ス
ル
間
、
忽
然
ト
シ
テ
日
光

 
 
ノ
如
キ
照
輝
有
リ
。
内
侍
・
女
官
等
同
ジ
ク
見
ル
。
神
験
猶
新
タ
ナ
リ
。

 
 
最
モ
是
恐
ミ
驚
ク
ニ
足
ル
、
テ
ヘ
リ
。

 
焼
け
跡
か
ら
見
出
さ
れ
、
 
「
鏡
、
三
二
蕃
有
リ
、
自
余
焼
ケ
損
ジ
テ
円
規
無

ク
、
鏡
ノ
形
ヲ
失
フ
」
 
（
小
右
記
一
一
月
一
七
日
）
と
い
う
神
鏡
の
照
輝
は
ま

さ
に
'
「
神
脚
質
新
」
と
の
感
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
行
成
に
と
っ
て

そ
の
照
輝
は
ま
さ
に
夢
で
我
が
身
を
照
ら
し
た
朝
日
で
あ
っ
た
。
十
日
出
立
、

十
二
日
、
伊
勢
の
鈴
鹿
の
関
戸
駅
に
泊
り
、
そ
こ
で
「
有
官
」
と
い
う
が
、
残

念
な
が
ら
行
成
は
珍
し
く
詳
細
老
記
し
て
い
な
い
。
十
四
日
飯
高
郡
に
至
る
頃

（51）



急
に
曇
り
、
雨
脚
が
強
く
な
っ
た
が
、
智
慧
に
大
神
宮
を
祈
り
申
す
と
す
ぐ
に

晴
れ
「
神
恩
有
ル
也
」
と
行
成
は
感
じ
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
此
守
神
宮
方

光
」
と
、
行
成
は
神
意
・
神
恩
を
感
じ
な
が
ら
使
の
役
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

 
伊
勢
神
宮
に
ま
つ
わ
る
夢
と
し
て
は
、
 
『
小
右
記
」
長
和
四
年
（
一
〇
一

五
）
七
月
二
十
四
日
条
に
見
え
る
侍
従
内
侍
の
見
た
夢
も
興
味
深
い
。
三
条
天

皇
が
持
病
の
眼
を
病
ん
で
い
た
頃
で
あ
る
。
実
資
は
蔵
人
登
任
か
ら
聞
い
た
こ

の
夢
の
内
容
を
彼
と
し
て
は
珍
し
く
平
仮
名
と
漢
字
の
音
仮
名
混
じ
り
に
詳
し

く
記
し
て
い
る
。
平
仮
名
・
音
仮
名
の
部
分
は
平
仮
名
で
残
し
て
書
き
下
し
文

と
す
る
。

 
 
蔵
人
懐
信
昼
ノ
御
座
二
参
ル
。
其
装
束
ヲ
見
ル
ニ
、
表
衣
ノ
上
二
浄
衣
ヲ

 
 
着
ル
、
噛
奏
シ
テ
云
フ
。
伊
勢
ヨ
リ
御
目
ま
じ
な
ひ
に
人
参
ぜ
り
。
勅
二
随

 
 
ヒ
テ
召
ス
ベ
シ
、
テ
ヘ
リ
。
即
チ
召
ス
ベ
キ
ノ
野
営
セ
ラ
ル
。
少
時
シ
テ

 
 
貴
女
一
人
日
華
門
ヨ
リ
御
所
螺
髪
リ
、
御
目
を
ま
じ
な
ひ
た
て
ま
つ
る
。

 
・
件
ノ
貴
女
ノ
装
束
、
裕
帯
ヲ
着
ク
ト
云
々
。
-

 
こ
の
貴
女
が
伊
勢
の
大
神
宮
の
神
女
と
解
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

二
十
七
日
過
実
資
が
参
内
す
る
と
、
蔵
人
隆
佐
が
「
主
上
御
目
昨
日
御
覧
」
と

告
げ
た
と
い
う
お
ま
け
つ
き
で
あ
る
。

 
ま
た
行
成
の
予
兆
的
な
夢
に
戻
ろ
う
。
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
三
月
十
九

日
の
夢
で
あ
る
。

 
 
此
の
夜
馬
二
陣
Z
辺
に
在
り
α
諸
僧
宿
徳
多
ク
参
入
ス
。
中
宮
御
懐
妊
ノ

 
 
慶
ヲ
申
ス
。
男
女
ヲ
自
問
シ
、
男
也
ト
答
フ
云
々
。

 
こ
の
年
九
月
十
一
日
の
中
宮
彰
子
の
至
上
親
王
出
産
と
関
わ
る
。
三
月
二
十

七
日
の
時
点
で
は
中
宮
懐
妊
の
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
ろ
う
か
ら
一
「
御
産

部
類
記
」
馬
引
の
『
不
知
記
』
 
（
第
三
）
に
は
「
中
宮
自
二
去
年
｝
令
二
懐
妊
一
丁

云
々
。
業
事
敦
心
不
定
也
。
薦
被
レ
秘
密
。
不
レ
可
レ
及
亭
他
聞
こ
と
あ
り
（
三
月

十
三
日
条
）
、
公
開
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
三
月
十
二
日

に
は
中
宮
御
退
出
の
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
お
り
（
御
堂
関
白
記
）
、
行
成
は
知

っ
て
い
た
ろ
う
1
男
子
と
い
う
こ
と
が
夢
で
予
言
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
僧

等
が
慶
び
申
し
に
参
り
、
男
子
と
自
問
自
答
し
た
こ
と
は
、
仏
の
加
護
の
あ
る

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
行
成
が
『
権
記
』
九
月
十
一
日
条
に
『
午
剋
中
宮
男
皇

子
ヲ
誕
ム
。
仏
法
ノ
霊
験
也
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
三
月
の
夢
を
思
い

合
わ
せ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
つ

 
行
成
が
夢
に
神
仏
の
意
を
見
、
厚
く
信
じ
頼
む
の
も
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

 
 
今
夜
室
女
夢
二
余
ド
共
闘
明
月
ヲ
見
ル
。
 
 
 
（
長
保
四
・
二
・
九
）

と
記
さ
れ
た
夢
な
ど
、
い
か
に
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の
だ
が
、
行
成
は
こ
れ
を

何
か
の
吉
事
の
予
兆
と
見
て
こ
こ
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
此
夜
夢
二
此
ノ
宮
二
候
フ
。
筆
者
下
官
申
ス
。
一
同
ノ
人
皆
禄
年
預
ル
。

 
 
亦
南
殿
ノ
北
面
ノ
・
東
ノ
ー
ノ
戸
ノ
下
二
女
一
人
有
リ
。
従
者
ノ
女
ヲ
シ
テ

 
 
余
興
告
ゲ
シ
メ
テ
云
フ
。
悦
ビ
ハ
四
条
ニ
テ
申
シ
云
フ
ベ
シ
ト
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
寛
弘
元
・
一
〇
・
二
七
）

 
こ
の
日
は
宇
佐
宮
の
こ
と
に
つ
い
て
の
陣
定
が
あ
っ
た
か
ら
、
 
「
機
運
」
と

は
宇
佐
神
宮
で
あ
り
、
「
定
者
」
は
「
定
メ
ハ
」
と
訓
ん
で
い
い
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
女
は
む
ろ
ん
神
女
で
あ
り
、
神
格
は
行
成
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
、
近
々
お

礼
を
し
ょ
う
と
語
っ
た
よ
う
に
読
め
る
夢
で
あ
る
。
翌
寛
弘
二
年
六
月
十
九
日

の
除
目
で
行
成
が
左
大
弁
に
な
っ
た
と
き
、
彼
は
こ
の
夢
を
想
起
し
た
か
も
し

れ
な
い
。

 
．
『
権
記
」
や
『
小
右
記
」
 
『
御
堂
関
白
記
」
に
描
か
れ
た
夢
は
、
そ
れ
ぞ
れ

（52）



の
筆
者
の
性
格
等
を
如
実
に
反
映
し
て
い
て
お
も
し
ろ
い
。
夢
を
記
し
留
め
た

数
は
道
長
が
三
人
の
痢
で
最
も
少
く
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
で
、
詳
し
く
も
な
い
。

実
資
は
夢
想
に
よ
っ
て
颯
調
を
し
、
金
鼓
を
打
た
せ
た
と
い
っ
た
記
述
を
多
く

す
る
が
、
夢
の
詳
し
い
叙
述
は
そ
う
多
く
な
い
。
た
だ
道
長
に
関
わ
る
夢
想
は

小
ま
め
に
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
最
も
生
き
生
き
と
夢
を
記
述
し
、
そ
れ
を
見

た
感
動
や
動
揺
を
伝
え
て
い
る
の
が
行
成
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
夢
な
ど
、
宣

命
体
風
に
字
音
仮
名
で
活
用
語
尾
や
助
詞
を
書
い
た
り
、
平
仮
名
も
ま
じ
え
た

り
し
て
、
活
写
し
て
い
る
の
だ
が
、
例
に
よ
っ
て
そ
の
部
分
は
平
仮
名
と
し
て

書
き
下
し
て
み
る
。
こ
れ
以
降
も
、
書
き
下
し
文
に
ま
じ
え
た
平
仮
名
ば
そ
の

類
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
レ

 
 
廿
九
日
夜
夢
。
東
対
ノ
東
庇
ノ
如
キ
所
に
、
人
々
之
有
ル
間
、
東
方
を
見

 
 
出
せ
ば
、
東
北
口
細
雲
立
チ
、
雲
ノ
上
二
心
有
り
、
南
北
ト
行
キ
遇
ヒ
、

 
 
更
日
南
ヲ
指
シ
行
ク
。
雲
ノ
中
'
＝
｛
香
具
リ
テ
人
を
捕
へ
て
行
く
。
人
々

 
 
の
之
ヲ
見
テ
騒
グ
問
、
此
ノ
召
ス
人
ハ
、
召
ス
パ
検
非
違
使
別
当
を
思
フ

 
 
也
。
今
聖
母
大
弁
ヲ
召
ス
ベ
シ
と
言
フ
ノ
間
、
又
有
ル
人
言
フ
、
大
弁
ノ
事

 
 
召
ス
ベ
カ
ラ
ズ
と
な
む
言
ヒ
つ
る
と
人
々
語
ル
。
其
ノ
替
り
ニ
ハ
近
江
守

 
 
可
ナ
リ
と
云
フ
に
、
余
年
フ
、
専
ラ
過
ツ
所
無
シ
、
何
二
因
テ
余
ヲ
召
ス

 
 
 
 
カ

 
 
ベ
キ
乎
ト
云
ヒ
て
、
手
ヲ
洗
ヒ
て
、
布
遷
し
て
本
尊
の
御
前
に
詣
ヅ
ル

 
 
程
、
乱
箱
の
下
意
デ
来
、
腰
ヲ
抱
キ
持
チ
出
デ
む
と
す
。
心
ノ
中
二
覚

 
 
ユ
、
是
ハ
此
ノ
召
ス
使
也
。
之
二
子
リ
テ
言
論
、
先
ヅ
本
尊
二
申
シ
テ
還

 
 
シ
退
ケ
ム
、
然
う
ズ
ハ
可
ナ
ラ
ザ
う
む
と
。
即
チ
本
尊
ノ
前
二
明
王
ヲ
頂

 
 
礼
ス
。
此
ノ
問
指
人
抱
腰
、
次
二
五
大
尊
ヲ
念
ジ
奉
り
て
頂
礼
ス
ル
コ
ト

 
 
四
五
遍
バ
カ
リ
、
次
二
薬
師
如
来
、
次
二
地
蔵
菩
薩
、
次
」
二
普
賢
菩
薩
、

 
 
次
二
阿
弥
陀
如
来
、
南
無
四
十
八
願
弥
陀
善
逝
と
曇
声
奉
リ
、
 
一
拝
ノ

『
権
記
』
の
夢
『
小
右
記
』
の
三
一
女
流
日
記
文
学
の
夢
へ
「
の
序
説
一

 
 
間
、
腰
ヲ
抱
ク
人
戸
ク
復
二
鰍
ノ
問
、
弥
陀
如
来
ヲ
称
フ
ル
ニ
免
レ
給
ハ

 
 
ズ
、
此
ノ
人
已
二
身
ル
。
此
ノ
間
不
覚
二
涙
下
ル
。
即
チ
余
土
ヲ
以
テ
此
，

 
 
ノ
人
ヲ
踏
ム
。
十
型
許
ノ
後
、
又
観
音
ヲ
念
ジ
奉
ル
。
夢
申
に
十
斎
仏
塔

 
 
観
音
念
ジ
奉
ル
ベ
キ
也
ト
覚
ユ
。
此
ノ
申
弥
陀
如
来
大
イ
に
念
ジ
奉
ル
ベ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ

 
 
シ
と
。
夢
中
二
甚
ダ
尊
シ
と
覚
ユ
。
此
ノ
問
膳
メ
了
ハ
ン
ヌ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
寛
弘
二
・
九
・
二
九
裏
書
）

 
左
大
弁
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
行
成
で
あ
る
。
行
成
の
夢
に
は
動
き
が
あ
る

も
の
が
多
く
、
夢
の
中
で
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
記
述
の
多
い
の
も
ま
た
特
色

で
あ
ろ
う
。
自
分
の
見
た
夢
を
詳
し
く
書
き
残
し
て
お
く
こ
と
に
熱
心
な
行
成

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
夢
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
行
成
は
信
仰
心
が
あ
つ

か
っ
た
。
度
重
な
る
夢
の
さ
と
し
は
自
ら
の
信
仰
の
あ
つ
さ
を
神
仏
が
認
め
て

く
れ
た
も
の
と
も
思
え
た
で
あ
ろ
う
。
寛
弘
七
年
（
｝
〇
一
〇
）
三
月
十
一

日
、
行
成
は
石
山
寺
に
詣
で
、
十
四
日
ま
で
参
籠
し
た
。
出
か
け
る
朝
、
一
条

天
皇
は
御
書
を
行
成
に
伝
え
て
「
御
祈
趣
」
を
託
さ
れ
た
。
行
成
は
仏
前
に
あ
っ

て
家
族
の
た
め
と
共
に
天
皇
の
た
め
に
も
祈
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
る
と
十
二

日
の
夜
に
夢
を
得
た
。
 
「
讃
岐
ノ
円
座
百
枚
ヲ
敷
キ
、
其
ノ
上
二
臥
ス
」
と
い

う
夢
で
、
行
成
は
「
是
内
裏
ノ
御
祈
願
二
奉
仕
シ
テ
見
ル
所
也
」
と
書
き
、
右

・
山
寺
で
十
口
の
僧
を
し
て
十
日
を
限
り
、
寿
命
経
隔
万
巻
を
転
読
さ
せ
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
行
成
を
感
激
さ
せ
た
の
は
、
二
十
日
に
参
内
し
て
御
祈
・
夢
想

・
』
万
巻
転
読
等
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
が
、

 
 
汝
が
申
ス
如
ク
彼
ノ
石
山
祈
願
ノ
間
、
夢
ヲ
見
ル
コ
ト
有
り
。
石
山
ヨ
リ

 
 
真
黒
リ
。
如
意
輪
観
音
経
ヲ
持
チ
来
タ
リ
、
云
々
。

と
夢
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
「
論
難
ヲ
承
ケ
タ
マ
ハ
ル
ノ
処
、

感
悦
極
マ
リ
無
シ
」
と
行
成
は
書
い
て
い
る
。
春
日
に
詣
で
で
、
前
日
来
の
雨
・

（53）



が
甚
雨
と
な
り
、
帰
路
が
案
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
「
夜
来
夢
想
有
リ
」
、
そ
れ
に

従
っ
て
神
官
を
召
し
て
祓
え
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
陰
雲
忽
ち
収
ま
り
青
天
が
見
え

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
 
（
寛
弘
二
・
二
・
六
）

 
実
資
の
夢
で
電
略
実
資
を
感
じ
入
ら
せ
た
の
は
、
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）

九
月
三
日
、
倒
れ
て
頬
を
長
押
に
突
い
て
出
来
た
一
寸
程
の
傷
に
つ
い
て
で
あ

っ
た
。
こ
の
傷
は
腫
物
を
伴
い
な
か
な
か
癒
え
ず
、
実
資
は
気
に
し
て
何
度
も

傷
に
つ
い
て
の
夢
想
を
得
る
の
だ
が
、
閏
九
月
一
日
の
夢
は
き
わ
め
て
具
体
的

で
あ
っ
た
。

 
 
丑
時
夢
。
大
夫
来
タ
リ
テ
云
フ
。
面
庇
晶
相
反
問
フ
ト
。
平
、
艶
福
フ
。

 
．
焼
柘
榴
ノ
皮
ヲ
傅
ク
ベ
シ
。
之
二
次
イ
デ
桃
核
ノ
汁
ヲ
傅
ク
ベ
シ
テ
ヘ

 
 
リ
。
潮
懸
フ
置
戸
、
帰
依
シ
奉
ル
所
ノ
薬
師
如
来
ノ
告
ゲ
給
フ
所
ナ
ラ
ム
。

 
 
随
喜
ノ
心
喩
エ
ム
方
ヲ
知
ラ
ズ
。
今
須
ラ
ク
ハ
明
旦
忠
明
宿
祢
ヲ
召
シ
テ

 
 
件
ノ
両
種
ノ
功
能
ヲ
問
フ
ベ
シ
。
亦
虚
実
ヲ
占
ハ
シ
ム
ベ
シ
。
必
ラ
ズ
シ

 
 
モ
占
フ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
錐
モ
、
魔
障
ノ
怖
レ
ニ
因
リ
テ
神
告
ヲ
得
ム
が
為
ナ

 
 
リ
。

 
医
博
士
但
波
忠
明
は
焼
柘
榴
皮
に
つ
「
い
て
は
知
ら
ず
、
仏
の
見
せ
給
う
と
こ

ろ
と
し
な
が
ら
も
こ
の
疵
に
は
柘
榴
は
使
わ
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
勘
申
で
あ

・
つ
た
。
占
い
の
結
果
は
夢
想
は
信
じ
て
よ
い
と
出
た
。
実
資
は
薬
効
を
入
道
侍

従
に
も
問
い
、
入
道
（
藤
原
相
任
）
．
は
、
柘
榴
皮
に
つ
い
て
は
若
干
の
知
識
を

持
っ
て
い
て
、
 
「
二
薬
共
用
ヰ
テ
尤
モ
良
カ
ル
ベ
シ
。
就
中
夢
想
必
告
グ
ル
所

旧
事
無
カ
ル
ベ
シ
」
と
答
え
、
実
資
は
医
薬
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

「
両
種
ノ
薬
極
メ
テ
験
算
リ
。
神
異
ト
謂
フ
ベ
シ
」
 
（
九
日
）
と
感
動
す
る
の

で
あ
る
。

 
道
長
の
夢
の
記
述
で
具
体
的
な
の
は
、

 
 
今
朝
御
夢
ヲ
ミ
ラ
ル
。
飲
酒
ヲ
御
覧
ぜ
り
テ
ヘ
リ
。
・
即
チ
奏
シ
テ
云
フ
、

 
 
雨
下
ル
カ
ト
。
酉
時
バ
カ
リ
奏
ス
。
天
気
宜
シ
。
退
出
後
、
午
後
小
雨
下

 
'
ル
。
事
感
有
リ
。
雷
声
有
リ
。
 
（
寛
弘
元
・
七
・
＝
）

と
い
う
日
照
り
の
折
の
一
条
天
皇
の
夢
と
道
長
の
夢
解
き
、
そ
の
的
中
の
記
述

く
ら
い
で
あ
る
。
道
長
は
夢
解
き
に
自
信
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
 
『
権
記
』
に

も
、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
Y
九
月
六
日
、
行
成
が
四
日
に
見
た
夢
（
詳
述
さ

れ
て
い
る
が
略
す
）
を
道
長
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
道
長
が
「
蛸
壷
想
也
。
ユ
メ

ユ
メ
亦
他
ノ
人
二
語
ル
コ
ト
莫
カ
レ
」
と
言
い
、
そ
の
つ
い
で
に
、
 
「
入
道
椙

府
将
・
冠
之
時
、
初
叙
位
給
三
夜
夢
」
の
こ
と
を
示
し
た
と
い
う
。
入
道
相
府

は
兼
家
で
あ
ろ
う
。
兼
家
の
初
叙
位
と
い
う
昔
の
夢
ま
で
大
切
に
伝
来
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
夢
判
断
に
は
多
く
の
夢
の
事
例
を
知
っ
て
い
る
方
が
よ
か
っ
た

ろ
う
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。

四

・
夢
想
で
二
種
の
薬
を
示
さ
れ
、
「
所
・
奉
二
帰
依
一
薬
師
如
来
所
二
告
給
一
」
と
歓

喜
感
激
し
な
が
ら
も
、
実
母
は
そ
の
夢
想
の
虚
実
を
占
わ
せ
、
医
家
に
両
薬
の

効
能
を
問
う
て
い
る
。
薬
の
服
用
は
誤
れ
ば
生
命
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
実
資
は
「
因
二
魔
障
之
怖
一
為
・

得
二
神
告
「
也
」
と
い
う
理
由
で
占
わ
せ
る
の
だ
と
書
い
て
い
る
。
「
魔
障
」
は
普

通
「
仏
道
修
行
の
妨
げ
を
な
す
さ
わ
り
。
悪
魔
の
妨
害
」
 
（
岩
波
古
語
辞
典
）

の
意
に
使
わ
れ
る
仏
教
語
で
あ
る
。
薬
に
効
能
が
な
く
、
ま
た
は
害
に
な
っ
た

場
合
、
夢
想
は
疑
わ
れ
、
夢
想
に
よ
っ
て
二
薬
を
伝
え
た
仏
自
体
に
ま
で
疑
惑

が
及
ぶ
と
し
た
ら
、
信
仰
の
妨
げ
に
な
る
。
そ
れ
を
狙
っ
て
悪
魔
の
見
せ
た
夢

で
あ
る
怖
れ
も
あ
る
と
、
実
資
は
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
夢
に
は
悪
魔

（54）



 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
悪
し
き
も
の
の
働
き
か
け
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

 
自
分
に
不
利
な
夢
を
見
た
場
合
、
人
は
だ
れ
し
も
信
じ
た
く
な
い
と
思
う
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
い
つ
い
つ
死
ぬ
ぞ
と
夢
で
啓
示
さ
れ
て
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
甘
受
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
夢
想
を
得
た
行
成
の
例
を
『
権
記
』
で
．

見
よ
う
。
長
保
三
年
目
 
（
一
〇
〇
一
）
五
月
二
十
一
日
、
三
十
歳
の
時
の
夢
で

あ
る
。

 
「
此
ノ
夜
夢
。
故
帯
力
平
高
義
示
シ
送
り
テ
云
フ
、
今
日
以
後
五
位
已
上
ノ

 
 
亡
ス
ベ
キ
者
六
十
人
、
汝
其
ノ
中
二
在
リ
ト
云
々
。
夢
通
虚
実
亦
有
二
下

 
 
統
一
、
亦
俗
二
左
縄
ト
云
フ
。
若
シ
．
神
明
ノ
援
助
有
ル
が
如
ク
ハ
、
何
ゾ

 
 
必
ズ
シ
モ
鬼
籍
口
入
ラ
ム
哉
。
但
シ
定
業
在
ラ
バ
之
ヲ
免
ル
ル
コ
ト
亦
難

 
 
カ
ラ
ム
ノ
ミ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ら

 
疫
病
流
行
の
年
で
、
 
『
権
記
」
の
前
々
日
に
も
、
諸
島
が
集
ま
り
疫
病
を
薩

い
除
く
た
め
の
会
議
の
開
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
不
安
と

関
わ
っ
て
の
夢
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
興
味
深
い
の
は
死
を
宣
告
さ
れ
た

行
成
の
注
記
で
あ
る
。
行
成
は
ま
ず
「
夢
通
虚
実
亦
有
二
下
統
こ
と
書
く
。

「
下
統
」
は
意
が
通
じ
ず
、
テ
キ
ス
ト
と
し
た
増
補
史
料
大
成
本
に
は
「
統
」

の
字
に
四
三
（
左
傍
線
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
夢
通
虚
実
」
は
ク
夢
は

 
 
 
セ
こ
も

虚
実
を
通
に
す
る
多
意
か
、
・
”
夢
の
通
（
伝
え
知
ら
せ
る
こ
と
）
に
は
虚
実
が

あ
る
”
意
か
も
よ
く
判
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
夢
に

虚
と
実
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
俗
に
左
縄
と
い
う

と
あ
る
左
縄
は
、
 
『
日
本
書
紀
」
神
代
上
で
天
石
智
謀
か
ら
出
た
天
照
大
神
が

再
び
中
に
入
ら
ぬ
よ
う
張
ら
れ
た
「
晶
出
野
蒜
」
に
「
縄
、
亦
云
、
左
縄
端

出
、
此
位
二
藍
梨
具
梅
灘
波
こ
と
注
記
が
あ
る
の
に
見
え
る
。
シ
メ
縄
で
、
神

「
権
記
」
の
夢
『
小
右
記
』
の
夢
 
一
女
流
日
記
文
学
の
夢
へ
の
序
説
一

事
に
使
う
縄
は
、
普
通
縄
は
右
よ
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
左
よ
り
で
使
っ
て

あ
る
た
め
の
名
で
あ
る
。
夢
に
つ
い
て
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
ふ
た
り
ね
で
ふ
た
り
ね
た
り
と
み
し
夢
は
ひ
だ
り
な
は
に
有
け
る
も
の
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
登
蓮
法
師
恋
百
首
 
続
群
書
類
従
三
九
五
）

 
 
 
 
承
安
三
年
法
輪
寺
歌
合
に
、
恋
 
'
 
 
 
 
 
 
 
連
碁
法
印

 
 
つ
ら
か
り
し
ゅ
め
は
さ
め
て
も
か
は
ら
ぬ
に
あ
ふ
と
み
つ
る
ぞ
ひ
だ
り
な

 
 
は
な
る
 
 
 
 
（
夫
木
和
歌
抄
三
六
、
新
編
国
歌
大
観
一
七
〇
五
六
）

と
見
え
る
。
課
題
の
歌
は
『
日
本
国
画
鋲
辞
典
」
に
は
「
二
人
寝
て
」
と
初
句

を
清
音
の
ま
ま
引
く
が
、
《
ね
で
」
と
濁
っ
て
否
定
で
解
す
る
の
が
よ
い
。
後

者
は
「
平
安
朝
歌
合
大
成
」
で
は
「
承
安
二
年
（
秋
）
法
輪
寺
歌
合
」
の
項
を

立
て
て
入
れ
て
い
る
。
 
「
法
印
」
は
「
法
師
」
と
す
る
。
共
に
平
安
後
期
の
例

だ
が
、
事
実
と
違
う
夢
、
実
現
し
な
い
夢
と
い
っ
た
意
に
使
わ
れ
て
お
り
、
『
権

-
記
」
の
虚
の
夢
と
一
致
す
る
と
見
て
よ
い
。
行
成
は
自
ら
の
死
を
予
告
し
た
夢

に
つ
い
て
、
夢
に
は
そ
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
夢
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
仏
神
の

援
助
が
あ
れ
ば
死
ぬ
と
は
限
ら
な
い
と
、
お
の
れ
を
慰
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

神
仏
の
加
護
を
請
う
こ
と
こ
そ
が
最
高
の
夢
違
え
の
方
途
で
あ
っ
た
。
で
も
定

業
（
前
世
か
ら
の
約
束
ご
と
）
が
あ
れ
ば
死
を
免
れ
る
の
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ

う
と
、
不
安
は
尽
き
な
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
行
成
は
翌
二
十
二
日
、
明
日
か

ら
世
尊
寺
で
僧
三
［
［
で
五
十
ケ
日
（
寺
を
日
の
誤
り
と
見
る
）
を
限
っ
て
仁
王

経
を
講
じ
る
よ
う
、
円
縁
築
三
梨
に
依
頼
し
て
い
る
。
二
十
四
日
に
は
、
慶
命

阿
閣
梨
と
忍
寿
大
威
儀
を
左
右
に
従
え
て
筆
工
し
て
い
る
夢
を
見
、
 
「
是
三
宝

冥
応
也
」
と
喜
ん
で
い
る
。
こ
の
夜
は
、
 
「
押
字
」
の
訓
の
善
し
悪
し
に
つ
い

て
問
答
し
て
い
る
夢
と
か
、
 
「
此
ノ
外
甚
ダ
種
々
見
ユ
ル
也
」
と
た
く
さ
ん
の

夢
を
見
る
が
、
 
「
詳
シ
ク
覚
エ
ズ
。
伍
リ
テ
記
サ
ズ
」
と
あ
る
。
夢
想
紛
紙
と
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い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
寝
苦
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
十
六
日
に
は
、

 
 
此
ノ
夜
景
。
来
タ
ル
八
月
十
五
日
重
ク
慎
シ
ム
ベ
シ
。

と
あ
る
。
 
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
に
、

 
 
た
た
む
月
に
死
ぬ
べ
し
と
い
ふ
さ
と
し
も
し
た
れ
ば
、
こ
の
月
に
や
と
も

 
 
思
ふ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
（
下
巻
 
天
禄
三
年
八
月
）

と
あ
る
夢
と
同
種
の
も
の
で
あ
．
る
。
そ
の
八
月
十
五
日
の
『
権
記
」
に
は
「
慎

シ
ム
所
有
リ
テ
籠
り
居
ル
」
と
あ
る
。
こ
の
日
の
記
述
は
こ
れ
だ
け
で
、
本
尊

の
前
に
で
も
い
て
ひ
た
す
ら
仏
の
加
護
を
念
じ
祈
っ
て
い
る
行
成
の
姿
が
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
で
あ
る
。
 
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
で
見
る
限
り
で
は
、
柳
綱
の

母
は
至
極
平
静
で
、

 
。
つ
つ
し
め
と
い
う
月
日
近
う
な
り
に
け
る
こ
と
を
、
あ
は
れ
と
ば
か
り
思

 
 
ひ
つ
つ
寝
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
月
目

 
。
わ
れ
は
Y
春
の
夜
の
つ
ね
、
秋
の
つ
れ
づ
れ
、
い
と
あ
は
れ
深
き
な
が
め

 
 
を
す
る
よ
り
は
、
残
ら
む
人
の
思
ひ
出
で
に
も
見
よ
と
て
、
絵
を
ぞ
か

 
 
く
。
さ
る
う
ち
に
も
、
い
ま
や
、
今
日
や
と
待
た
る
る
命
、
や
う
や
う
月

 
 
た
ち
て
日
も
ゆ
け
ぼ
、
さ
れ
ば
よ
、
よ
も
死
な
じ
も
の
を
、
さ
い
は
ひ
あ

 
 
る
人
こ
そ
、
命
は
つ
づ
む
れ
と
思
ふ
に
、
う
べ
も
な
く
、
九
月
も
た
ち

 
 
ぬ
。
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
九
月
）

と
い
っ
た
書
き
方
を
す
る
。
夢
の
さ
と
し
を
信
じ
、
静
か
な
心
で
死
を
待
ち
、

不
幸
に
も
死
ね
な
か
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
事
実
の
ま
ま
か
ど
う
か
。
少
く
と

も
道
綱
の
母
の
周
辺
で
は
、
単
調
や
念
仏
・
写
経
・
献
燈
と
い
っ
た
寺
社
へ
の

祈
願
は
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

 
「
四
通
虚
実
」
と
い
う
表
現
は
「
小
右
記
』
に
も
見
え
る
。
や
は
り
死
の
予

告
の
夢
の
感
想
で
、
道
長
の
死
の
夢
想
を
心
匠
が
実
資
に
語
る
く
だ
り
で
あ

る
。 

 
心
誉
律
師
云
フ
。
近
曽
夢
。
故
大
僧
正
観
素
甘
ビ
上
臨
ノ
僧
等
云
フ
、
摂
政

 
 
今
年
殊
ナ
ル
事
無
キ
鰍
。
明
年
必
ズ
死
ス
ベ
シ
ト
。
心
誉
問
ヒ
テ
云
フ
。

 
 
如
何
乎
ト
。
答
エ
テ
云
フ
。
種
々
ノ
善
事
二
野
リ
テ
強
ヒ
テ
今
年
二
及

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス

 
 
ブ
。
而
シ
，
テ
明
年
必
ズ
死
ス
ベ
シ
テ
ヘ
リ
。
夢
通
虚
実
、
然
レ
ド
モ
御
祷

 
 
二
奉
仕
ス
。
未
ダ
此
ノ
如
キ
ノ
夢
見
ズ
。
又
彼
ノ
絢
慈
ヲ
推
ス
ニ
、
，
夢
想

 
 
合
フ
ベ
キ
鰍
云
々
。
 
（
長
和
五
・
五
・
一
八
）

 
「
夢
通
虚
実
」
と
い
い
な
が
ら
も
祈
梼
は
す
る
。
そ
し
て
道
長
の
病
気
か
ら

し
て
、
心
誉
は
夢
想
を
信
じ
る
方
に
傾
い
て
い
る
。

 
『
権
記
』
に
は
「
虚
夢
」
と
い
う
表
現
も
出
て
く
る
。
本
稿
の
最
初
に
目
覚

め
て
す
ぐ
書
い
た
と
紹
介
し
た
寛
弘
八
年
十
一
月
十
四
日
の
夢
の
中
に
「
下
説

虚
夢
云
」
と
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
夢
の
こ
の
部
分
、
わ
た
く
し
に
は

解
釈
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
引
用
は
こ
こ
で
は
省
く
。
が
、
と
も
か
く
、

虚
夢
と
か
魔
障
と
か
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
夢
が
信
じ
ら
れ
な
い
事
例
も
か
な

り
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
夢
を
疑
う
の
は
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』
の
作
者
だ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
「
去
夜
夢
二
蔵
人
頭
ヲ
辞
ス
ベ
キ
ノ
趣
ア
リ
」

（
権
記
、
長
保
元
・
八
・
一
九
）
と
あ
っ
て
も
行
成
は
蔵
人
頭
を
辞
任
し
な
か

っ
た
し
、
 
「
偽
説
虚
夢
」
の
出
て
く
る
夢
は
、
十
六
日
の
冷
泉
院
の
葬
送
を
延

引
す
べ
し
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
葬
送
は
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
た
。
逆
に
、

永
平
親
王
の
麗
奏
と
の
関
わ
り
で
賀
茂
の
臨
時
の
祭
の
日
程
が
問
題
と
な
っ
た

蒔
に
鳳
、
 
「
延
べ
行
ワ
ル
ベ
キ
ノ
夢
想
」
を
祭
使
内
蔵
頭
藤
原
高
遠
が
見
て
、

占
い
の
結
果
延
ば
す
こ
と
に
決
定
し
た
例
も
あ
る
（
小
、
永
延
二
・
一
一
二

九
）
。

 
夢
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
一
つ
に
、
本
当
に
見
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
他
人
の
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夢
想
-
創
作
の
可
能
性
の
大
き
い
夢
想
が
あ
る
。
 
『
小
右
記
』
の
正
暦
四
年

（
九
九
三
）
三
月
十
八
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

 
 
前
日
二
三
レ
ル
所
ノ
法
師
今
旦
重
ネ
テ
来
タ
リ
。
其
ノ
名
ヲ
問
フ
円
円
賢
．

 
 
テ
ヘ
リ
。
相
ヒ
逢
ハ
ズ
。
人
ヲ
以
テ
云
フ
。
夢
想
告
ヲ
申
サ
ム
が
為
二
参

 
 
入
ス
ル
所
与
テ
ヘ
リ
。
人
々
云
フ
。
虚
夢
ヲ
以
テ
処
々
二
黒
タ
リ
告
ゲ
、

 
 
其
ノ
事
ヲ
以
テ
便
ト
為
ス
者
ナ
リ
ト
云
々
。

 
前
日
と
は
三
月
五
日
の
こ
と
で
、
天
台
具
足
坂
松
下
房
に
住
み
、
常
に
行
書

の
辺
に
往
還
し
て
い
る
者
と
称
し
、
実
資
に
串
す
べ
き
事
有
り
と
面
会
を
求
め

た
が
、
会
わ
な
か
っ
た
。
故
大
僧
正
良
妻
の
弟
子
と
自
称
す
る
が
、
誰
も
知
る

人
の
な
い
疑
わ
し
い
僧
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
虚
夢
と
い
う
語
が
出
て
く
る
。

こ
れ
は
作
り
物
の
夢
、
偽
り
の
夢
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
三
惑
と

い
う
法
師
は
、
虚
夢
を
諸
処
に
告
げ
歩
き
、
そ
れ
を
便
-
生
活
の
手
段
と
し

て
い
る
と
い
う
評
判
の
者
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
情
報
が
集
め
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
二
十
二
日
条
に
は
、

 
 
円
賢
法
師
重
ネ
テ
来
タ
リ
。
平
誉
師
ヲ
以
テ
夢
ノ
躰
ヲ
問
詰
シ
ム
。
告
グ

 
 
ル
所
虚
二
似
タ
リ
。
信
ジ
用
ウ
ベ
カ
ラ
ズ
。

 
信
用
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
あ
な
た
の
た
め
の
夢
想
で
す
と
三
度
も

来
ら
れ
る
と
、
や
は
り
気
に
な
っ
て
問
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
吉
夢
と
い
う
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダ

と
だ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
は
作
り
物
め
い
て
い
て
、
さ
す
が
に
実
着
は
信
用
し

な
い
の
で
あ
る
。
 
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
』
の
下
巻
の
、

 
 
「
い
ぬ
る
五
日
の
夜
の
夢
に
、
御
袖
に
月
と
日
と
を
受
け
た
ま
ひ
て
、
月

 
 
を
ば
足
の
下
に
踏
み
、
日
を
ば
胸
に
あ
て
て
抱
き
た
ま
ふ
と
な
む
、
見
て

 
 
は
べ
る
。
…
…
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
天
禄
三
年
二
月
）

と
い
う
夢
を
告
げ
送
っ
て
き
た
、
石
山
に
籠
っ
て
い
る
穀
断
ち
と
称
す
る
僧
な

『
権
記
」
の
夢
「
小
右
記
」
の
夢
 
i
女
流
日
記
文
学
の
夢
へ
の
序
説
1

ど
、
そ
う
し
た
輩
で
あ
ろ
う
。
 
『
更
級
日
記
」
の
、
鏡
を
持
た
せ
て
初
瀬
に
代

参
さ
せ
た
僧
の
夢
も
、
や
は
り
同
類
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
道
綱
の
母
が
来

合
わ
せ
た
（
と
い
う
）
 
「
夢
あ
は
す
る
者
」
に
日
月
の
夢
を
他
人
の
こ
と
と
し

-
て
夢
解
き
さ
せ
「
み
か
ど
を
わ
が
ま
ま
に
、
お
ぼ
し
き
さ
ま
の
ま
つ
り
ご
と
せ

む
も
の
ぞ
」
と
い
う
上
上
吉
の
答
え
に
「
さ
れ
ば
よ
。
こ
れ
が
そ
ら
あ
は
，
せ
に

は
あ
ら
ず
。
い
ひ
お
こ
せ
た
る
僧
の
疑
は
し
き
な
り
」
い
っ
て
い
る
の
に
は
、

虚
夢
で
利
を
得
よ
う
と
す
る
僧
の
存
在
す
る
（
は
び
こ
っ
て
い
る
、
と
い
っ
て

も
よ
い
）
社
会
状
況
が
あ
っ
た
。

 
 
孫
引
上
人
来
タ
リ
テ
云
フ
。
去
夜
夢
有
リ
。
大
殿
石
清
水
宮
ノ
宝
前
二
候

、
 
フ
。
簾
中
ヨ
リ
御
盃
ヲ
下
官
二
伝
フ
。
下
官
元
命
二
給
フ
ト
云
々
。
吉
想

 
 
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
小
 
寛
仁
元
・
八
・
二
九
）

 
 
早
朝
寂
円
上
人
平
タ
リ
。
去
夜
ノ
夢
想
ノ
事
ヲ
語
ル
。
諸
神
下
官
ヲ
褒
誉

 
 
 
 
 
 
 
（
為
力
）

 
 
ス
ル
ノ
由
也
。
□
端
者
〈
遠
目
ル
ハ
？
〉
石
清
水
大
菩
薩
ノ
御
躰
也
テ
ヘ

 
 
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
、
同
・
一
一
・
七
）

 
寂
円
と
い
う
僧
は
皆
野
寒
造
氏
の
『
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
人
名
辞
典

 
（
第
四
部
僧
侶
）
」
に
三
人
が
見
え
、
い
ず
れ
も
素
姓
の
知
ら
れ
る
人
達
で
あ

る
。
㌃
『
小
右
記
」
に
は
他
に
は
見
え
な
い
が
、
上
人
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
円

賢
の
よ
う
に
え
た
い
の
知
れ
ぬ
僧
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
並
べ
て

見
る
と
い
さ
さ
か
信
じ
が
た
い
夢
で
、
何
か
下
心
が
あ
っ
て
労
資
に
持
ち
込
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
を
察
し
た
か
、
後
者
に
は
夢
想
の
感
想
は
な

い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

五

行
成
・
実
意
・
・
道
諭
達
は
豊
富
な
夢
体
験
を
持
ち
、
そ
れ
を
記
録
し
て
も
い
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た
。
そ
の
生
活
は
夢
と
深
く
関
わ
り
、
夢
を
生
活
の
指
針
と
し
て
い
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
黄
な
る
地
の
袈
裟
を
着
け
た
い
と
清
げ
な
る
僧
か
ら

「
法
華
経
五
の
巻
を
と
く
な
ら
へ
」
と
告
げ
ら
れ
な
が
ら
そ
れ
を
無
視
し
た

『
更
級
日
記
』
の
作
者
の
態
度
な
ど
、
当
時
の
社
会
で
は
き
わ
め
て
非
常
識
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
外
出
す
る
こ
と
が
多
く
職
務
も
忙
し
い
官
人

達
と
女
性
と
で
は
、
生
活
の
指
針
と
し
て
の
夢
の
重
要
性
に
は
大
き
な
相
違
は

あ
っ
た
ろ
う
が
、
女
流
日
記
文
学
に
描
か
れ
た
夢
と
漢
文
日
記
に
記
録
さ
れ
た

夢
と
が
、
共
通
の
精
神
的
基
盤
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
日
記
文
学
に
描
か
れ
た
夢
の
量
が
あ
ま

り
に
も
少
い
と
い
う
、
当
然
の
事
実
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。
 
『
小
右
記
」

の
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
の
場
合
は
「
夢
想
紛
紙
」
の
類
十
五
例
を
含
め
て

二
十
五
種
の
夢
（
他
人
の
夢
四
、
誰
の
夢
か
わ
た
く
し
に
判
断
の
つ
か
ぬ
も

の
一
を
含
む
）
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
か
げ
ろ
ふ
の
日

記
」
で
は
二
十
」
年
間
に
十
（
内
他
人
の
夢
語
）
、
 
『
更
級
日
記
」
で
は
四
十

年
間
に
十
一
（
内
他
人
の
夢
二
）
と
い
う
の
が
記
載
さ
れ
た
夢
の
数
で
あ
る
。

多
く
の
夢
の
中
か
ら
、
は
っ
き
り
し
た
構
想
を
も
っ
て
選
び
取
ら
れ
、
作
品
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
、
女
流
日
記
文
学
の
夢
な
の
で
あ
る
。
 
『
更
級
日

記
』
の
「
法
華
経
五
の
巻
を
と
く
な
ら
へ
」
と
い
う
夢
告
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を

無
視
し
た
少
女
時
代
の
自
分
の
非
常
識
さ
、
信
仰
心
の
薄
さ
の
証
明
の
た
め
に

そ
こ
に
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
『
更
級
日
記
』
の
夢
と
作
品
の
構
想
と
の
関

わ
り
は
概
し
て
わ
か
り
や
す
そ
う
だ
が
、
 
「
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
の
夢
の
場
合

は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
有
名
な
頭
髪
を
解
き
下
ろ
し
、
額
髪
を
分
け
る
夢

や
腹
申
の
蛇
が
肝
を
食
む
夢
な
ど
、
 
「
こ
れ
も
悪
し
善
し
も
知
ら
ね
ど
、
か
く

記
し
お
く
や
う
は
、
か
か
る
身
の
果
て
を
見
聞
か
む
人
、
夢
を
も
仏
を
も
用
み

る
べ
し
や
、
用
み
る
ま
じ
ゃ
、
と
定
め
よ
と
な
り
」
と
い
う
注
記
（
中
巻
天
禄

二
年
四
月
）
と
共
に
あ
そ
こ
に
置
か
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
意
図
に
よ
る
か
、

こ
の
あ
た
り
の
追
求
は
も
っ
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
今
視
点
を
女
流
日

記
文
学
の
夢
に
移
す
と
き
が
き
た
。
そ
れ
は
次
稿
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

注
1
 
漢
文
日
記
と
い
う
術
語
に
は
疑
問
も
出
さ
れ
て
い
る
（
位
藤
邦
生
氏

 
 
真
名
日
記
研
究
覚
書
 
申
世
文
学
研
究
九
 
昭
5
8
・
8
）
。
日
記
が
和
化

 
 
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
が
、
位
藤
氏
の
提
唱
さ
れ
た
真
名
日
記
も

 
 
な
じ
ま
な
い
。
和
化
漢
文
・
変
体
漢
文
と
承
知
の
上
で
漢
文
日
記
と
す
る

 
 
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
詳
論
し
た
い
。

 
2
 
使
用
・
引
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
 
『
権
記
』
は
増
補
史
料
大
成
本
、

 
 
『
貞
信
公
記
』
 
『
小
右
記
』
 
『
御
堂
関
白
記
」
は
大
日
本
古
記
録
本
で
あ

 
 
る
。
校
勘
の
傍
注
し
て
あ
る
疑
問
箇
所
は
そ
の
校
勘
に
従
う
の
を
原
則
と

 
 
し
た
っ
書
き
下
し
に
す
る
場
合
は
底
本
の
句
読
点
等
に
は
こ
だ
わ
ら
な

 
 
い
。
 
（
）
の
内
に
入
れ
た
の
は
、
底
本
の
割
注
で
あ
る
。
 
〈
 
〉
を
つ

 
 
け
て
若
干
読
み
方
も
示
し
た
。
 
『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
」
 
『
更
級
日
記
」
は

 
 
日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
よ
っ
た
。

（58）


